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●アンケート回答者、ご自身に関する質問についての集計結果

１　性別

回答数 割合
１．男性 215 35.2%
２．女性 344 56.3%
不明 52 8.5%

２　年齢

回答数 割合
１．20歳代以下 201 32.9%
２．30歳代 67 11.0%
３．40歳代 71 11.6%
４．50歳代 106 17.3%
５．60歳代 125 20.5%
６．70歳代 37 6.1%
不明 4 0.7%

３　お住まいの地域

回答数 割合
１．秋田市 529 86.6%
２．秋田市以外の県内 49 8.0%
３．秋田県外 18 2.9%
不明 15 2.5%

秋田公立美術工芸短期大学４年制大学化に関するアンケート(集計結果)

平 成 23 年 2 月 10 日
企 画 調 整 課

１　実施期間　平成23年1月13日(木)から平成23年2月3日(木)までの22日間

２　設置場所　市役所1階市民相談室、土崎支所、西部市民サービスセンター、アルヴェ駅東
　　　　　　　サービスセンター、河辺市民センター、雄和市民センターにアンケート用紙を
　　　　　　　設置
              秋田市ホームページにアンケート用紙のファイルを掲載

　回答者の性別は、女性が344人で56.3％、男性が215人で35.2％となって
おり、女性は男性の1.6倍の回答数であった。
　また、性別未記入の不明者は52人で8.5％であった。

　上記の方法により実施したアンケート調査の回収数は、611となった。

３　提出方法　設置場所にある回収箱に投函するか、郵送、ファックス、Ｅメールで提出

　回答者の年齢層は、20歳代以下が201人で32.9％と最も多く、全体の約3
分の1を占めている。2番目は60歳代の125人で20.5％、3番目が50歳代の106
人で17.3％、4番目が40歳代の71人で11.6％、5番目が30歳代67人で11％、6
番目が70歳代が37人で6.1％となっており、不明が4人で0.7％であった。

　秋田市にお住まいの方が529人で86.6％と9割近くを占めている。
　また、秋田市以外の県内の方が49人で8％、秋田県外の方が18人で2.9％
であり、両方を合わせて10.9％と1割程度であった。



４　職業

回答数 割合
１．社会人 278 45.5%
２．大学生 168 27.5%
３．高校生 4 0.7%
４．その他 123 20.1%
不明 38 6.2%

●秋田公立美術工芸短期大学の４年制大学化に関する質問の集計結果

【美短の現状について】
質問１：美短について、魅力的だと思いますか。

回答数 割合
１．魅力的 213 34.9% 魅力的合計 合計割合
２．どちらかといえば魅力的 241 39.4% 454 74.3%
３．どちらかといえば魅力を感じない 61 10.0% 魅力がない合計 合計割合
４．魅力がない 40 6.5% 101 16.5%
５．分からない　　 51 8.3%
不明 5 0.8%

質問２：美短について、どのような点に魅力を感じますか。
（複数回答可） 総回答数 915

回答数 割合
１．まちの活性化に役立っているところ 204 22.3%
２．学生に活気があるところ 97 10.6%
３．講習会やイベント開催などの地域貢献・社会貢献に積極的なところ 221 24.2%
４．教育内容が充実しているところ 116 12.7%
５．学費が安いところ 238 26.0%
６．その他 39 4.3%
不明 0 0.0%

【短期大学の課題について】

回答数 割合
１．知っている 442 72.3%
２．知らない 148 24.2%
不明 21 3.4%

質問３：全国の短期大学に、就職面で不利であることや定員割れが起こり運営が厳しいことといった課題
があることを知っていますか。

　職業は、社会人が278人の45.5％で約半数を占めた。2番目が大学生の168
人で27.5％であった。３番目はその他の123人で20.1％となっているが、そ
の他の記載内容については「主婦」、「無職」、「パート」の順であっ
た。

　美短の魅力については、「魅力的」、「どちらかといえば魅力的」を合
わせて454人の74.3％であり、7割以上の方が美短を魅力的だと感じてい
る。
　反対に、「どちらかといえば魅力を感じない」、「魅力がない」を合わ
せると101人の16.5％であり、美短に魅力を感じていない人は2割弱であっ
た。

　美短の魅力については、「学費が安いところ」が1番多く26％、2番目が
「講習会やイベント開催など地域・社会貢献に積極的なところ」で
24.2％、3番目が「まちの活性化に役立っているところ」で22.3％、4番目
が「教育内容が充実しているところ」で12.7％、5番目が「学生に活気があ
るところ」の10.6％となっている。
　公立短大としての学費の魅力に加え、美短は講習会やイベント開催など
を通して地域・社会貢献活動を積極的に行っていることや、まちの活性化
に役立っていることが広く市民に認識されていると思われる。

　短期大学が抱えている課題については、「知っている」が442人で
72.3％、「知らない」が148人で24.2％であった。
　7割を超える方が短大が抱えている課題の現状を認識していると思われ
る。



【芸術・文化をいかしたまちづくりについて】

（複数回答可） 総回答数 1124

回答数 割合
１．芸術・文化活動のための施設 203 18.1%
２．行政や地元企業の意識改革 327 29.1%
３．芸術・文化イベントの増加 262 23.3%
４．魅力的なまちなみづくり 258 23.0%
５．その他 45 4.0%
６．特にない 29 2.6%
不明 0 0.0%

【美短の４年制大学化について】
質問５：美短を４年制大学化する場合、考慮すべきポイントは何だと思いますか。
（複数回答可） 総回答数 2034

回答数 割合
１．幅広い教養と深い専門性を身に付けた人材が育つ 275 13.5%
２．卒業生の就職状況が改善される 227 11.2%
３．学費が高くなる 170 8.4%
４．大学としての競争力が高まる 130 6.4%
５．他の４年制大学と競争しなければならなくなる 130 6.4%
６．地域貢献・社会貢献機能が充実する 125 6.1%
７．芸術・文化をいかしたまちづくりのための拠点になる 226 11.1%
８．秋田市の活性化につながる 201 9.9%
９．秋田市の経済へ良い影響を与える 124 6.1%
10．運営経費が多くなる 181 8.9%
11．施設整備などの一時的経費が必要になる 195 9.6%
12．その他 50 2.5%
不明 0 0.0%

　芸術・文化をいかしたまちづくりのために「ひとづくり」以外に有効と
考えられているのは、1番目が「行政や地元企業の意識改革」で29.1％、２
番目が「芸術・文化イベントの増加」で23.3％、3番目が「魅力的なまちな
みづくり」で23.0％となっており、1番目から3番目までを合わせると
75.4％であり全体の4分の3を占めている。
　芸術・文化をいかしたまちづくりのためには「ひとづくり」の他に、行
政や企業の意識改革や芸術・文化イベントの増加といったソフトづくりが
有効と考えられていると思われる。

質問４：秋田市では、芸術・文化をいかしたまちづくりのために「ひとづくり」に力を入れることが有効
と考えていますが、それ以外では、どのようなことが有効だと思いますか。

　4年制大学化する場合の考慮すべきポイントについては、1番目が「幅広
い教養と深い専門性を身に付けた人材が育つ」で13.5％、2番目が「卒業生
の就職状況が改善される」で11.2％、3番目が「芸術・文化をいかしたまち
づくりのための拠点になる」で11.1％、4番目が「秋田市の活性化につなが
る」で9.9％であった。
　4年制大学化においては、より幅広い教養と深い専門性を身に付けた人材
育成と就職状況の改善が強く求められていると考えられることから、4大化
を進めるうえでは、専門的なカリキュラム構築や就職活動のサポートが重
要な要素になると思われる。
　また、芸術・文化をいかしたまちづくりの拠点になることや秋田市の活
性化にも貢献することが期待されていると思われる。



質問６：美短を４年制大学化することについてどう思いますか。

回答数 割合
１．賛成 200 32.7% 賛成合計 合計割合
２．どちらかといえば賛成 211 34.5% 411 67.3%
３．どちらかといえば反対 94 15.4% 反対合計 合計割合
４．反対 79 12.9% 173 28.3%
不明 27 4.4%

質問７：美短の４年制大学化について、ご意見を自由にお書きください。

質問６で答えた方を次の様に分類し、主要な自由意見を掲載した。
賛成→◎、どちらかといえば賛成→○、どちらかといえば反対→△、反対→×

◎秋田市から全国に美術工芸を発信できる
◎秋田市の活性化につながる
◎秋田県内の学校をリードできる立場になって欲しい
◎秋田の文化・伝統・芸術等を守り、受け継ぐ拠点の役割を担って欲しい
◎専門性を身に付けた人材を輩出して地域へ貢献して欲しい
◎芸術・文化活動に行政が関心を持つのは非常に良いことだと思う
◎経費負担はあるものの長い目で見ればその効果は大きい
◎４年制になり多彩な活動をしてくれることに期待する
◎４年制になることで高校生が選びやすくなると思う
◎短大では、中途半端な知識で終わり、社会で通用しない
◎秋田には大学数が少なく進学する場所がない
◎専門的な人材育成と芸術を通して秋田市の文化に活力を与えて欲しい

○４大化した方が他県からも学生を呼び込みやすい
○10年経つと学生たちが社会に出て市民のために貢献してくれると考える
○４年制大学化して企業で即戦力となれる教養を身に付けさせるべき
○まちの活気につながる可能性があるものは進んで取り入れるべき
○２年間では中途半端だと思う
○４年制大学はいいと思うが、短大も残してもいいのでは
○地元で就職できる環境を整えて欲しい
○優れた指導者が必要になると思われる

△入学基準を高くし、レベルの高い学生を入学させるべき
△文化活動を行うための環境が整うかどうかが心配
△４年制にしても良い方向に行くとは限らない
△経費をもっと考えて使うところがあるのではないか
△秋田市として美術工芸に特別に力を注がないと難しいと思う

×４年制にしても就職状況が良くなるとは思えない
×経済的な理由で短大を選択している場合もある
×短大として特化し、現状での大学運営を行うべき
×学生が就職できる会社を秋田に作って欲しい
×市民の負担が増えるので短大のままで良い
×４年制にすることで入学しづらくなるのではないか

　４年制大学化することの賛否については、「賛成」、「どちらかといえ
ば賛成」を合わせて411人の67.3％であり、3分の2以上の方が賛成している
ことが分かった。また、「どちらかといえば反対」、「反対」を合わせる
と173人の28.3％であり、未記入の不明が4.4％であった。


